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１．保健所の概要について
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千葉県の保健所

• 県型保健所：13ヶ所

• 市型保健所：３ヶ所

【指定都市】

千葉市保健所

【中核市】

船橋市保健所

柏市保健所
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千葉県の保健所

保健所＋福祉事務所

⇒保健所（健康福祉センター）
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印旛保健所の職員数
職種 職員数 内・成田支所

事務職 ３３名 １名

技術職 ５９名 １２名

医師 ２名 ０名

獣医師 ８名 ２名

薬剤師 １１名 ３名

保健師 ２０名 ５名

管理栄養士 ３名 ０名

臨床検査技師 ６名 １名

診療放射線技師 １名 ０名

精神保健福祉相談員 ４名 ０名

看護師・栄養士 ４名 1名

合計 ９２名 １３名

令和５年１１月１日現在
6
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保健所幹部

• 所長（センター長）：医師
• 副技監：医師
• 次長（副センター長）：行政職

―総務課、監査指導課、生活保護課

• 次長（副センター長）：保健師
―地域保健課、地域福祉課

• 次長（副センター長）：獣医師
―企画課、疾病対策課、生活衛生課、食品機動監視課、
―検査課

• 成田支所長：薬剤師
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保健所の組織（１０課）
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【保健所機能】

• 総務課→庶務、防災

• 企画課→医務、薬務、災害医療

• 地域保健課→母子保健、精神、栄養、難病

• 疾病対策課→感染症、結核

• 生活衛生課→食品、動物、環境

• 食品機動監視課→広域流通食品

• 検査課→微生物検査

【福祉事務所機能】

• 地域福祉課→児童福祉、ひとり親支援、障害者福祉、ＤＶ相談 等

• 生活保護課→生活保護の実施

• 監査指導課→社会福祉法人の施設監査

P.12



保健所の業務
• 健康危機管理：食中毒、感染症、精神
• 調整業務：地域医療構想調整会議、地域職域連携会議など
• 窓口業務・電話相談：申請（住民と法人）と相談
• 市町を経由しての申請：母子父子寡婦福祉資金、特別児童

扶養手当
〃（町のみ） ：児童扶養手当、生活保護

• 診療所機能：結核健診、ＨＩＶ検査
• 指導業務（監視・監査・立入） ：出張しての業務

病院、食品営業、理美容、ビル管理、動物、
社会福祉法人など

• 調査事業：人口動態統計、国民健康栄養調査など
• 検査業務：微生物検査（臨床検査、食品衛生など）
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２．保健所の業務について
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健康危機管理

① 感染症

・慢性感染症：結核、エイズなど

・急性感染症：インフルエンザなど

・院内・施設内感染

② 食中毒

③ 精神障害：自傷他害のおそれ

その他、医薬品、飲料水、毒物劇物など
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２－１．地域医療
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病院への立入検査
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注）令和５年度は予定数です。

平成
３０

令和
元年 ２ ３ ４ ５

西暦 ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３

定例対面 ３０ ３０ ０ ０ ４ ３０

定例書面 ０ ０ ０ ３０ ２６ ０

臨時 ０ ０ ０ １ ０ －

合計 ３０ ３０ ０ ３１ ３０ －

P.20

地域医療構想会議
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• 印旛２次医療圏が対象
• 印旛保健所
• 委員２４名
• 病院数：３０
• 病床の機能分化と連携をメインテーマ
• 令和５年度は３回開催予定

第１回：令和５年７月１２日
紹介受診重点医療機関の指定

第２回：令和５年１１月７日
保健医療計画の改定

第３回：未定

P.34



２－２．結核・感染症
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日本における結核の課題（令和４年）

① 高齢者結核

６０歳以上：７４％

７０歳以上：６５％

８０歳以上：４５％

② 社会的弱者

ホームレス、飯場労働者など

③ 外国籍

１２１４人、全体の１２％

２０歳代に限ると７８％
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結核罹患率（令和４年）

罹患率（人口１０万対）

日本 ８．２

千葉県 ７．５

管内 ７．８
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P.104

管内の結核新登録患者数の推移
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管内の年齢別患者数（令和４年）
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P.106

0～9歳(0)
10～19歳(1人)

20～29歳(6人)

30～39歳(2人)

40～49歳(5人)

50～59歳(5人)

60～69歳(8人)

70～79歳(16人)

80～89歳(11人)

90歳～(2人)

外国籍の結核患者（令和４年）
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国名 新登録者

インドネシア ３人

フィリピン ３人

中国 ２人

ベトナム １人

ミャンマー １人

台湾・韓国・タイ・モンゴル 各１人

合計 １４人（２５％）



結核以外の感染症の発生状況等（令和４年）
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疾患名 印旛保健所 成田支所 合計

腸管出血性
大腸菌

3 ６ ９

• 定点把握対象疾患の状況

感染性胃腸炎： ５７９１人

インフルエンザ： ９２件

P.113
～

119

管内感染症情報のメールでの配信
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週１回、メールマガジンの形で医療機関、学校、市など
に配信（平成２６年１０月開始）

【参加状況】１４８か所（令和５年９月現在）

病院：２０

市教育委員会：８ 市健康課：９

市消防本部：２

保育園等：３２ 社会福祉施設：１９

その他：医師会、歯科医師会、空港等
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２－３．食品衛生
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食中毒の発生件数
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P.132

平成
３０

令和
元年 ２ ３ ４ ５

西暦 ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３

件数 4 4 1 1 0 1

（1） （3） （0） （1） （0） （0）

患者数 5 162 8 21 0 1

（1） （156） （0） （21） （0） （0）

注）令和５年度は９月３０日現在。
（ ）内は支所再掲。

26

食品営業施設への指導（法改正後）
P.126,129

令和３年 令和４年 令和５年

西暦 ２０２１ ２０２２ ２０２３

要許可施設数 8,246
（3,305）

7,58９
（3,024）

7,363
（2,901）

監視件数 1,302
（548）

1,650
（584）

600
（230）

注）・令和3年6月1日から新法制度に移行 → 許可業種が見直されたため、単純な施設数の
比較は困難

・令和５年度は９月３０日現在の実績
・（ ）内は支所再掲



食品機動監視課の食品衛生監視
業務実績（製造業等）

27

令和 ３ ４ ５

西暦 ２０２１ ２０２２ ２０２３

要許可施設数
（許可件数）

６５７ ６６３ ６５３

監視件数 ３９９ ３２７ １４２

P156～P161 

注）令和3年6月1日から新法制度に移行。
令和５年度は９月３０日現在の実績。

食品機動監視課の所掌施設は、本所及び支所管内の公設市場、大規模製造業、
大規模小売店舗、容器包装製造施設

２－４．検査
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検査課の業務

検査の種類 概 要
R４年度

実績
R5年度

（9月末現在）

腸内細菌検査 平常時の感染症対策（月3回受付） 7,600件 3,900件

臨床検査
・HIV・肝炎・性感染症検査
・尿検査（原爆被爆者健診）

０件
（コロナ対応の為）

192件

食品衛生検査 管内施設から収去した食品の検査 ８検体
（コロナ対応の為）

30検体

健康危機管理
検査

・感染症発生に伴う検査
・新型コロナウイルス検査
・食中毒及び苦情食品等の検査

（原因検索）

11検体

7,671検体

228検体

35検体

0検体

109検体

P.149～P152

２－５．精神保健
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主要事業
P.62～

• 相談・援助
– 精神保健福祉相談員、保健師による電話、面接等
– 精神科医師による定例相談（予約制）

• 精神保健福祉法に基づく通報、診察、入院
– 警察官等による通報、措置診察・入院

• 市町等関係機関との連携、協力

• 組織活動への助言、支援
– 患者家族会

• 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業
– 保健・医療・福祉関係者等による協議の場の創設、

関係機関・当事者・ピアサポーター・家族等との重層的な連携を構築

措置入院
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P.63

自傷他害のおそれのある精神患者が対象
精神保健指定医2名が診察を実施し、2名共入院の必要ありと判断した場合
知事の権限で入院

保健所への通報 ８８件 （内、警察３０件）
↓

保健所の調査
↓

精神保健指定医の診察 ５５件（全通報数の６３％）
↓

要措置入院 ４８件（全通報数の５５％）
↓

入院医療機関への搬送



印旛保健所の通報件数
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P.63
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２－６．申請事業
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特定医療費（指定難病）受給件数
P.73

4,765 4,901
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指定難病医療費助成制度受給者内訳

パーキンソン病

14%

潰瘍性大腸炎

13%

全身性ｴﾘﾃﾏﾄｰﾃﾞｽ

7%

クローン病

5%

脊髄小脳変性症

3%
網膜色素変性症

3%

その他

55%
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小児慢性特定疾病医療費支援制度受給者件数
P.44
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２－７ ．福祉業務

38



福祉業務（令和４年度）

39

○児童扶養手当
ひとり親家庭や、親と一緒に生活していない児童を養育する家庭の生活と

自立を助け、児童の福祉の増進を図ることを目的として、児童を監護してい
る母又は父、あるいは父母に代わって養育する者に対して支給される手当

令和４年度受給者数： ２２６人（酒々井町、栄町のみ）

○特別児童扶養手当
家庭で介護されている障害のある児童（20歳未満）の福祉の増進を図り、

その生活に寄与することを目的として、児童の父母又は養育者に対して支給
される手当

令和４年度受給者数：１，１８９人（管内７市２町）

P.85～P.86
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P.93

配偶者暴力相談支援事業（DV相談）
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２－８ ．生活保護
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被保護世帯・人員（対象：酒々井町・栄町）
P.97
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８.３７‰

（人口１，０００人あたり）

千葉県全体
１４．２７‰
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生活保護業務（令和４年度）

152

世帯, 

56%
25%

4%

15%

被保護世帯類型別構成比

高齢世帯 傷病・障害世帯
母子世帯 その他世帯

被保護世帯への訪問活動は、地
区担当員４名で１，３３９件の訪
問を実施しました。

廃止世帯のうち、４世帯につい
ては稼働収入の増加により、廃止
となりました。

P.98
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２－９ ．監査指導



監査指導業務（令和５年度）
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監査対象の地域

印旛・香取・海匝の保健所管内(16市町)

• 監査対象となる社会福祉法人、社会福祉施設等
２,８５５件

• 令和5年度の監査予定 ７８７件

(５月末から８月末までに２２１件、実施率２８％)

監査指導対象施設数のうち
老人ホーム、保育所

46
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成田支所の概要

• 昭和53年4月1日、新東京国際空港（現、成田国際空港）の開港に伴い開設

• 管轄は、成田市及び富里市

• 人口：180,667人

• 世帯数：82,715世帯

• 管内面積：267.72平方キロメートル

• 職員数 14名（育児休暇：保健師１含む）

• 構成

支所長（薬剤師１）、庶務（事務１）

生活衛生Ｇ（獣医師２、薬剤師２、臨床検査技師１）

保健対策Ｇ（保健師５、看護師１）

47

P.166

成田支所の業務

生活衛生グループ
・食品営業施設に係る許認可及び指導に関すること

・健康危機事案（食中毒や違反食品）に係る原因究明調査に関すること

・動物取扱業に係る許認可及び指導、動物による危害防止に関すること

・生活衛生施設に係る許認可及び指導に関すること

・建築物の衛生環境確保に関すること

保健対策グループ
・感染症（結核を含む）予防対策に関すること

・ＨＩＶ等性感染症の検査・相談に関すること

・指定難病の医療費助成（新規申請）及び相談に関すること

・小児慢性特定疾病の医療費助成（新規申請）及び相談に関すること
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３．今後の対応の変化について
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会議・研修事業（DX化）

会議
対面 （感染症審査会議）
対面とリモートのハイブリッド会議

（所内会議、保健所運営協議会）
リモート会議

（地域医療構想会議、医療機関立入検査説明会）
研修
対面（演習を含むなど対面でないとできない研修）
対面とリモート、YouTube配信
リモート、YouTube配信
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災害時の合同救護本部（検討中）

【以前】

日本医科大学千葉北総病院に保健所が行って本部の設営

【今後】

日本医科大学千葉北総病院と保健所をリモート会議で結
び付けて本部運営

必要な場合、管内関係者（病院・消防・市町・関係団
体）とリモート会議
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